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会 長

今月は最近頻発している災害について、おふでさきから親神様の思いを悟りたいと思

います。

『かみなりもぢしんをふかざ水つきも これわ月日のざねんりいふく 第8号58』

『この事をいままでだれもしらんから このたび月日さきえしらする 第8号59』

『月日にはみな一れつハわが子なり かハいいばいをもていれども 第8号60』

『一れつハみなめへめへのむねのうち ほこりいいばいつもりあるから 第8号61』

『このほこりすきやかそうじせん事に 月日いかほどをもうたるとて 第8号62』

『月日よりこわきあふなきみちすじを あんじていれどめへめへしらすに 第8号63』

＊分かりやすくするために本来の表記と変えている箇所があります。ご了承ください。

58のおふでさきでは雷、地震、台風、水害も親神様の残念な思いから立腹されて現れ

て、そして59では何故天変地異が起きるのかが分かっていなかったから起きる前に伝え

ておくと仰せになり、次々と厳しいお言葉が続きますが、60では一転して世界中の人間

はみな親神の子供であるから可愛い一杯だと心の内を明かしておられます。

そして、61から63ではそれぞれ人間の心にほこり（心の汚れ）が一杯溜まって、早く

掃除をしないとどうにもならなくなると心配をされ、親神の目から見れば行く先々が心

配でたまらないが、その思いさえ分かっていないと仰せです。人間の親子と同様で人間

のことを心配している親神の心を子供である人間は全く分かっていないということです。

人間は自分が大人になれば何もかも分かったような気になっていますが、親神様から見

れば何も知らずに汚れが一杯着いた眼鏡をかけて、ウロウロしているように思えてなら

ないのだと思います。

最初のおふでさきで『ざねんりいふく』という箇所だけに焦点を当てると、何だか

（神様も腹立てるから地震を起こすのか）となってしまいますが、その文面だけで捉え

るのではなく人間の親として深い思惑があっての事と思案させてもらわなくてはなりま

せん。我が子に対してでも親からの一言をどのようにかけるべきかと思案するのですか

ら、親神様の采配は到底人間に推し量ることは出来ません。しかし、親としての親心か

らの姿であると悟ることはできます。

お互いに浅い表面だけで物事を捉えるのではなく深い親の思いを悟り、親神様に少し

でも安心していただける心の成人をさせてもらい、心のほこりをしっかり掃除したいと

思います。さらには今の時期に、その事を知らない人達に1日も早く伝えていきたいと思

います。



春の霊祭を3月1日午後７時からつとめさせていただきます。平日です

のでいつも通りの時間になります。どうぞ、よろしくお願いします。

バザーの売上金について

年末に開催されましたバザーの売上金は、￥35,450となりました。

担当者会議の結果、「能登半島地震・災害義援金」

（天理教災救隊基金）に全額寄付させて頂くことに決定しました。

【内訳】 会場売上 \27,050

リサイクルショップ売上 \ 7,200

メルカリ売上 \ 1,200

募金 \10,000

バザーにご協力下さいまして誠にありがとうございました。尚、募金

の受付は2月29日までとなっております。よろしくお願い致します。

教会ニュース

編集後記

最近は仕事の都合で、よく玉川経由で松山へ行くことがあります。玉川ダムや石手川

ダムのあたりを通ると、水がかなり少なくなっていました。雨が降ることも少ないの

で少し心配になりました。毎日あたりまえのように使っている水ですが、あらためて

大事に使っていきたいと思う今日この頃です。（編集者Ｋ）

新しい職場になり1か月半が経ちました。かなり仕事をこなせるようになり楽しく勤め

てさせてもらっています。日々新しいことを学び、子供が少しずついろんな事が出来るよ

うに、この歳になっても成長させてもらえる喜びを感じています。職種が変わり今までよ

りも作業の正確さと丁寧さを求められるようになり、体力と勢いが求められていた前職と

は違う面白さがあります。

毎朝、家で12下りをつとめさせてもらっていますが、おてふり中にふと余計な事を考え

ると思わぬ所で手を間違えます。スマホから流れる前真柱様の地歌の音程に合わせ集中し

てつとめると間違えが無くなります。年齢と共に求められるものが変わってきました。地

歌に合わせるようにピタッと心を理に合わせ、周りの人々に喜んでもらえるようつとめた

いと思います。

春の霊祭について

田中 道則

《心を理に合わせ》




